
第７回公害資料館連携フォーラム in 
倉敷を開催しました。フィールドワーク
では、水島コンビナート見学後、JFEス
チールで労働衛生の取り組み等を伺
いました（2019.12.13～15）

あおぞらフォトギャラリー

お知らせ

・ 10/9(金)「栄養について」
・ 1/22(金)「呼吸リハビリ、運動、
　　　　　体力測定」
・ 3/12(金) 「薬について」

※時間はいずれも13:30～15:00
※場所：グリーンルーム（あおぞらビル3F）
    お問い合わせ：あおぞら財団

「楽らく呼吸会」は、ぜん息やCOPD

（慢性閉塞性肺疾患）など呼吸器疾

患を抱える患者さんやそのご家族の

方が参加しています。みんなと一緒

に学習し、日頃の素朴な疑問や悩

みを気軽におしゃべりしながら、交流

しています。

谷口たかひささん講演会「地球が危な
い！ 気候変動の今と未来の暮らし ～
みんなが知れば必ず変わる～」を開催
しました（主催：にしよど親子防災部、
あおぞら財団）。今地球で何が起こって
いるのかを学び、私たち一人ひとりに
何ができるのかを考える機会となりま
した。（2020.08.22）

春を告げる姫嶋神社の春まつりです
が、今年は新型コロナウイルスの影響
で祭事「5色前掛奉納」のみが開催され
ました。「やりなおし神社」として人気
の同社にあやかって穏やかな日々が戻
ることを祈りました（2020.4.5）

2020年度
今後の予定

特 集：withコロナ×環境×暮らし
どうしてました？外出自粛期間の過ごし方… 1

新型コロナが移動・交通に及ぼす影響と今後　新田保次…4

新型コロナウィルスのもとでの地域社会～医療の現場から　大島民旗…5

えぇまちにしよや！西淀川　大垣純一さん…7

あおぞら財団教育・研修事業紹介…9

エコミューズ所蔵資料紹介…9

ぶらりとゆるりと西淀川めぐり…10

みずしまだより…10

ミサゴの思い　福のボラはおいしい！漁業と西淀川…11

2019年11月1～5日に開催された御幣島芸術祭・みてアート2019にて、10組の芸術家が「工のまちのアート」とし

て区内の企業や団体とコラボレーションした作品の一部です。

減速機や船舶部品をつくるシミズインダストリーの素材を使い、巨大絵本作家・山田龍太氏が制作した立体作

品「宇宙ドミノ/咲く花」。宇宙ドミノとは、-空間に絵を描く-をコンセプトに制作した磁石を利用した作品。

インスタレーション作品として、そして実際に手に触れて、空中をカラフルなドミノが倒れることで、空間を彩ります。
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りべら（L ibe l l a）はラテン語で「トンボ」と「自由」の意味をかけたものです。あおぞら財団はトンボが飛び交うまちの再生を願って活動しています。

まちづくり環境学習

1960年代から問題となった大気汚染公害によって、多くの人が健康被害を受けました。その責任を問う

西淀川公害裁判（1978～1998）では公害患者が勝利しました。患者は「手渡したいのは青い空」を願い、

裁判の和解金の一部を使って1996年にまちづくり組織・あおぞら財団を立ち上げました。まちづくり・資

料館・環境学習・公害患者の保健・国際交流の事業を行い、持続可能な地域づくりに取り組んでいます。

【1F】地域交流スペース「あおぞらイコバ」
会議、ギャラリー、コンサート、上映会などにご利用いただけます。

午前：1,000円／午後：1,300円／夜間：1,300円／全日：3,000円

【5F】西淀川・公害と環境資料館（エコミューズ）
西淀川公害や環境について、地域の歴史などが知りたい人は

ぜひお越しください。（環境教育等促進法にかかる「体験の機会の

場」認定施設）

開館日 月曜日と金曜日（10：00～17：00）／要事前電話予約

※いずれも、予約・お問い合わせは４F事務所へ

【 あおぞらビル 】
あおぞら財団への寄附や賛助会費は、税制上の優遇措置があります。

● 賛助会員　会員の方には機関紙「りべら」などをお送りします。
　【年会費】 個人：年一口 5,000円、学生：年一口 2,000円、
　　　　　 法人・団体：年一口 10,000円

● 会費・寄附の振込先
　【郵便振替口座】記号・番号：00960-9-124893／加入者名：あおぞら財団

　【ゆうちょ銀行】金融コード：9900／店番：099／預金種目：当座              

　　　　　　／店名：０九九店／番号：0124893／名義：あおぞら財団

　【三菱UFJ銀行】歌島橋支店／普通／3728858／財）公害地域再生センター
　これまでご案内しておりました、三菱UFJ銀行と口座が変わっておりますので、
　ご注意ください。

【 会員・寄附募集 】

「楽らく呼吸会」

呼吸ケア・
リハビリテーション教室

資料館
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小さなお子さんが
いるおうち … Nさん

w i t hコロナ

環 境

暮らし

特 集

ど う し て ま し た ？

外 出 自 粛 期 間 の

過 ご し 方

新型コロナウィルス
感染拡大防止のために４月７日
に発令された「緊急事態宣言」。
５月２５日に解除されるまでの間、
多くの方がこれまでとは違う生活を
余儀なくされました。西淀川のみ
なさんにその時の暮らしぶり

をうかがいました。

工場経営者…Wさん

幼稚園が休園になり、生活リズムが崩れが
ちでした。一番困ったのは子どもとの過ごし
方。テレビを見る時間が大幅に増えました。
近所の公園にはいつも同年齢の子どもた
ちがいて、友達ができました。近所に友達
や知合いがいるのは、心強く感じます。他
に、自宅の庭でテントを張って、キャンプ気
分で過ごしてみました。非常食も食べて防
災備蓄を見直してみたり。
幼稚園の入園式は、両親いずれかのみ参加
で、短縮されてわずか10分でした。入園式
があっただけマシだったかも知れません。
幼稚園が休園にならないか、家族や自分
がコロナにかかった場合どう対処するかが
不安です。親子で楽しめるゲーム等、自粛
になっても家で楽しめるものを集めたいです。

うちは、緊急事態宣言期間中も変わらず仕事してました。
モノづくりの業界は昨年時点で東京オリンピックに向けた
発注が一段落し、元々今年の売上予測は良くないと考え
ていました。新型コロナウイルスの影響で事業活動全般
が止まって、6月位から注文は減りましたが、なんとか持ち
こたえています。日本の基礎技術の高さ、世界のモノづく
りのコアな部分を日本が担っていると再確認しました。
これからは、これまで高めてきたモノづくりの技術
を活かし、メーカーだけでなく、消費者と直接やりとりす
る時代になっていくのではないかと思っています。
人が楽しいと思うもの、癒されるもの、欲しい！と思うも
のを技術を活かして提供していければと思っています。

外
出
期
間
中
に

働
き
方
が
変
わ
っ
た

S
さ
ん
ご
夫
妻 

（夫）

普段は電車通勤ですが、感染予防
のためなるべく自転車で通勤する
ようにしました。緊急事態宣言が出
てからは、おもに在宅勤務になりま
した。在宅勤務では、電話でのやり
とりや、リモート会議が増えたので、
子どもが騒がしくすると集中でき
ないので厳しいです。ただリモート
会議は移動時間の短縮など、時間
を有意義に使える面もありました。

緊急事態宣言の間も含め、コンビニエンスストアは休まず営業しています。

レジカウンターに飛沫防止カーテンを設置し、お客様や従業員が

触る箇所を指示書に沿って30分毎にアルコールで殺菌消毒しています。

従業員へは出勤時の体温報告を義務付け、遊びでの外出や外食の自粛

を要請し、マスク着用・手洗いの励行など注意喚起しています。

従業員から感染者が出た場合、当然、店を閉めることになりますが、短い

間でも閉めると、売り上げが回復するまで長い時間がかかります。いつ、

誰が感染してもおかしくない状況で、正直なところ、毎日電話が鳴るたび

に「誰か来れない？誰か感染した？」と不安になり、ストレスで押しつぶされ

そうです。

緊急事態宣言が出てる間、まちはゴーストタウンみたいやったわ。
宣言が出てから、１週間はテイクアウトだけで、それから１ヶ月ほ
ど休んで再開したけど、お客さんは少ないです。外食の習慣自体
が変わったんやと思う。元には戻らへんのとちゃうかな。
今はマメに手洗い、換気、毎回店内を消毒したり、精一杯してるつ
もりやけど、少し疲れ気味です。
二人で「30年一生懸命やってきたし、もうかまへんかな」と話したり。
新しく店を始めたとこは、ホンマに大変やろうと思います。
常連さんが来てくれるのは、とてもありがたいです。それに
加えて、新しく違った形でお客さんのニーズにあったサービ
スを考えなアカンと思ってます。

辛かったです。子ども達が一日中
ゴロゴロしているのを見るとストレ
スが溜まりました。気分転換に毎日、
子ども2人を連れて淀川へ散歩に
行っていました。てんとう虫を捕ま
えたり、運動をしたり。公園へ行くの
も禁止されていたので淀川が近くに
あって良かったです。それだけが自
粛期間中の楽しい思い出ですね。
今後、また休校になるんじゃない
かといつも不安です。オンライン
授業での対応など整えてもらいた
いです。

(妻）

バイト先は徒歩圏内。小学校が休
校になり、夫が在宅勤務になるま
では午前中だけの勤務にしてもら
いました。家に閉じこもりがちだっ
たので、仕事に行くのが気晴らし
になってありがたかったです。
自粛期間中は、家事に追われて

飲
食
店
を
経
営
す
る
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さ
ん
ご
夫
妻 

板金加工、レーザーカットなど
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ど ん な 街 に

し た ら い い ？

コ ロ ナ 禍 と

地 域 づ くり

4
月
7
日
に
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
緊
急
事
態
宣
言
が
発
出
さ

れ
て
以
降
、ほ
ぼ
4
か
月
近
く
が
経

過
し
た
。こ
の
間
、感
染
状
況
を
勘
案

し
て
、徐
々
に
宣
言
の
解
除
が
な
さ

れ
た
が
、全
都
道
府
県
で
解
除
さ
れ

た
の
は
、5
月
25
日
で
あ
っ
た
。5
月

連
休
以
降
、新
規
感
染
者
の
減
少
が
み

ら
れ
、落
ち
着
い
た
か
に
見
え
た
が
、

7
月
に
入
り
急
激
に
増
加
し
、7
月
31

日
現
在
で
は
、全
国
で
1
5
7
1
人
、

大
阪
府
で
は
2
1
6
人
と
報
じ
ら
れ
、

一
向
に
減
少
の
気
配
が
見
え
ず
、不
安

な
状
況
が
続
い
て
い
る
。

「
不
要
不
急
」と
い
う
あ
い
ま
い
さ

緊
急
事
態
宣
言
は
、首
相
が
区
域
と

期
間
を
決
め
て
発
出
す
る
が
、外
出

自
粛
要
請
と
休
業
要
請
は
都
道
府
県

知
事
の
権
限
と
な
っ
て
い
る
。外
出

抑
制
で
は
、「
不
要
不
急
」の
外
出
を

抑
制
す
る
と
い
う
、非
常
に
あ
い
ま

い
な
表
現
が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、

大
阪
府
で
は
、医
療
機
関
へ
の
通
院
、

食
料・医
薬
品・生
活
必
需
品
の
買
い

出
し
、必
要
な
職
場
へ
の
出
勤
、屋
外

で
の
運
動
や
散
歩
な
ど
、生
活
の
維

持
に
必
要
な
場
合
を
除
き
、外
出
自

粛（
原
則
と
し
て
居
宅
か
ら
外
出
し

な
い
こ
と
）が
要
請
さ
れ
た
。

自
粛
さ
れ
た
移
動
の
特
徴

し
か
し
な
が
ら
、生
活
維
持
に
必
要

な
移
動
に
お
い
て
も
、通
院
の
自
粛

や
宅
配
便
の
増
加
、リ
モ
ー
ト
ワ
ー

ク
や
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
な
ど
が
促
進

さ
れ
、移
動
が
減
少
し
た
。そ
れ
に
伴

い
、公
共
交
通
機
関
の
利
用
者
も
大

w i t h コ ロ ナ   環 境   暮 らし
特 集

幅
に
減
少
し
た
。ま
た
、劇
場
、映
画

館
、博
物
館
、ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
な
ど
の

健
康
・
文
化
活
動
の
促
進
を
担
う
施

設
は
、最
後
ま
で
休
業
要
請
が
な
さ

れ
、生
活
の
幅
を
広
げ
、生
活
の
質
を

豊
か
に
す
る
、い
わ
ば
人
間
ら
し
い

活
動
を
促
進
す
る
移
動
は
抑
制
さ
れ

た
と
言
え
る
。

交
通
に
与
え
る
影
響

こ
の
よ
う
な
状
況
下
に
お
い
て
、移

動
の
仕
方
に
も
変
化
が
起
こ
っ
て
い

る
。電
車
や
バ
ス
な
ど
の
公
共
交
通

は
密
状
態
に
な
る
の
で
、こ
れ
ら
の

利
用
を
避
け
、マ
イ
カ
ー
や
自
転
車

に
転
換
す
る
人
が
増
え
て
い
る
。マ

イ
カ
ー
へ
の
転
換
は
、地
球
環
境
へ

の
負
荷
が
増
大
す
る
の
で
い
た
だ
け

な
い
が
、自
転
車
に
つ
い
て
は
、大
い

に
歓
迎
し
た
い
。ま
た
、公
共
交
通
が

経
営
危
機
に
陥
る
の
は
是
非
と
も
避

け
た
い
と
こ
ろ
だ
が
、現
状
で
は
交

通
事
業
者
は
ま
す
ま
す
窮
地
に
立
た

さ
れ
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
後
の
交
通
の
姿

コ
ロ
ナ
禍
の
収
束
が
い
つ
に
な
る
か

は
、当
面
見
込
め
な
い
が
、筆
者
と
し

て
は
、こ
の
コ
ロ
ナ
禍
が
移
動
の
意

味
や
価
値
に
気
づ
か
さ
せ
て
く
れ
た

と
思
う
。そ
れ
は
、通
勤
や
通
学
、会

議
や
打
ち
合
わ
せ
な
ど
に
お
い
て
、

結
構
無
駄
な
移
動
が
多
い
こ
と
。

そ
の
一
方
で
、外
出
自
粛
で
要
請
さ

れ
た
、「
不
要
不
急
」と
い
わ
れ
る
、健

康
・
文
化
活
動
関
連
の
移
動
の
大
切

さ
が
一
層
認
識
さ
れ
た
こ
と
で
あ
り
、

こ
の
よ
う
な
移
動
を
促
進
さ
せ
る
交

通
シ
ス
テ
ム
を
充
実
さ
せ
る
必
要
が

あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。

そ
れ
に
は
、身
近
な
バ
ス
に
代
表
さ

れ
る
公
共
交
通
の
充
実
と
、地
球
と

人
に
最
も
健
康
的
な
自
転
車
利
用
環

境
整
備
が
ど
う
し
て
も
必
要
で
あ
る
。

新型コロナウィルス感染症（COVID-19）のような、未知のウィルスが
出現する背景には、森林などの野生動物の生育環境を破壊する過剰
な開発や、温暖化の影響で永久凍土が溶け始めているといった様々
な環境問題が関わっていると言われています。
一方、感染拡大を防ぐために行われたロックダウンの思いがけない
影響として、世界各地で大気汚染がかつてないほど軽減したと報道
されています。
今回のコロナ禍は、こうした世界的な環境問題と、私たち一人ひとり
の暮らしとが、密接に関わりあっているということを、痛感させられ
る出来事でした。

緊急事態宣言は解除されましたが、公共交通の混雑を避けるため
にマイカーでの移動が増えると、地球温暖化にも大気汚染にもよく
ありません。
欧州では、新型コロナウィルスで打撃を受けた経済を再生するため
に、環境対策を通じて景気浮揚につなげる「グリーンリカバリー」が
提唱されています。コロナ禍以前の社会に戻るのではなく、脱炭素
に向けた気候変動対策を推し進め、よりレジリエントな（柔軟性の
ある）社会・経済モデルへと移行していこうという考え方です。
自粛期間中は移動が制限されましたが、そんな中でもし発熱して、も
し近くの病院に診療を拒否されたら、遠くの医療機関に行くこともで
きず、途方に暮れてしまうでしょう。身近な地域に必要な施設が整っ
た街になれば、コロナ後も安心して暮らせるのではないでしょうか。
今号では、あおぞら財団の理事のお二人に、交通と医療を取り巻く
課題を解説いただきました。人も、暮らしも、環境も大切にした、持続
可能なまちづくりを、地域みんなで考えていければと思います。

新
型
コ
ロ
ナ
が

移
動
・
交
通
に

及
ぼ
す
影
響
と
今
後

新
田 

保
次

大
阪
大
学
名
誉
教
授

緊急対策としての自転車政策
世界的に感染が拡がった新型ウイルスですが、初

期の段階で被害が大きかったイタリア・ミラノ市

（人口130万人）では、ロックダウン（3/9～5/18）

を経て、コロナからの復興プラン「MILANO 

2020」が打ち出され、自転車専用道（35km）の整

備、時速30キロメートル制限のゾーン30を増やす、

などが進められています。ミラノは欧州でも屈指

の大気汚染都市で、これまでも環境対策として都

心に侵入する車への課税、自転車政策も進めてきて

おり、コロナがその動きを加速化させています。

新たな「西淀川道路・交通環境再生プラン・提言」づくり、
進行中です

あおぞら財団では、大気汚染公害等のクルマ依存社会がもたらした

弊害を克服し、持続可能なまちづくりを行うために、西淀川区を中心

とした大阪市湾岸部と関連エリアに関する新たな「西淀川道路・交通環

境再生プラン・提言」づくりに取り組んでいます。

写真2：塗りたてペンキの道路。身障者スペース、荷
物の搬入搬出スペース、レンタル・スクーターやキッ
クボードのパーキング・スペースなど細かい所まで、
道路空間を再配分している。車道は2本、ここでは
消却された。

※写真及びキャプションは、ヴァンソン藤井由実ホームページhttps://www.fujii.fr/　より

写真1：自転車専用レーン整備工事が始まっているブエ
ノスアイレス通り。この通りはミラノ中央駅に近く、普
段は観光客で賑わうショッピングストリート。

【イタリア・ミラノ市では】

2019年12月9日の研究会の様子

藤

コロナ禍と環境問題

af ter コロナの地域づくりを見据えて
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「
断
ら
な
い
」を
合
言
葉
に

当
院
は
2
1
8
床
の
ケ
ア
ミ
ッ
ク
ス

型（
急
性
期
治
療
だ
け
で
な
く
リ
ハ

ビ
リ
機
能
や
退
院
調
整
機
能
を
持
つ

病
棟
を
併
せ
持
つ
）病
院
で
、全
身
麻

酔
の
外
科
手
術
や
血
管
内
治
療
は

行
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、都
市
部
で
高

度
専
門
分
化
医
療
の
は
ざ
ま
で
困
っ

て
い
る
人
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
、

「
断
ら
な
い
」を
合
言
葉
と
し
て
い
ま

す
。こ
の
原
稿
を
書
い
て
い
る
7
月

末
は
再
流
行
の
波
が
お
こ
り
つ
つ
あ

る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、大
阪
で
も
過
去

最
高
の
1
日
感
染
者
数
を
記
録
し
ま

し
た
。当
院
も
い
っ
た
ん
解
消
し
た

C
O
V
I
D
-19
対
策
本
部
を
再
度
立

ち
上
げ
ま
し
た
。

当
院
で
は
今
の
と
こ
ろ
C
O
V
I
D
-

19
の
患
者
さ
ん
の
入
院
治
療
を
行
う

役
割
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、「
対
応
可
能
な
疾

患
・
病
態
で
あ
れ
ば
、

断
ら
ず
診
療
を
行
う
」

こ
と
を
確
認
し
、発
熱

患
者
さ
ん
は
原
則
断

ら
ず
に
診
療
し
て
い

ま
す
。医
療
機
関
は
高

齢
で
虚
弱
な
患
者
さ

ん
が
た
く
さ
ん
入
院

さ
れ
て
お
り
、

C
O
V
I
D
-19
の
患

者
さ
ん
が
そ
う
と
わ

か
ら
ず
入
院
し
て
他

の
患
者
さ
ん
に
感
染

さ
せ
て
し
ま
う
の
が

も
っ
と
も
大
き
な
被

害
を
も
た
ら
し
ま
す
。

肺
炎
の
患
者
さ
ん
は

w i t h コ ロ ナ   環 境   暮 らし
特 集

C
O
V
I
D
-19
で
な
い
こ
と
が
わ
か

る
ま
で
個
室
に
入
院
し
て
い
た
だ
き
、

接
触
・
飛
沫
感
染
対
策
を
行
う
こ
と

と
し
ま
し
た
。

そ
ん
な
状
況
下
で
、周
囲
の
医
療
機

関
の
中
で
熱
の
あ
る
患
者
さ
ん
の
救

急
搬
送
受
け
入
れ
を
断
る
と
こ
ろ
が

増
え
て
き
た
た
め
、4・5
月
は
例
年

の
3
割
増
し
の
救
急
車
を
受
け
入
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た（
図
1
）。

患
者
の
不
安
・

職
員
の
努
力

受
診
さ
れ
る
患
者

さ
ん
の
中
に
は
、

典
型
的
な
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
症
状
で
は

な
い
も
の
の
、「
微

熱
が
あ
る
と
仕
事

に
来
る
な
と
言
わ

れ
、ず
っ
と
自
宅

待
機
さ
せ
ら
れ
て

い
る
」「
相
談
セ
ン

タ
ー
に
電
話
し
て

も
近
く
の
医
療
機

関
に
か
か
る
よ
う

に
言
わ
れ
、何
カ

所
か
当
た
っ
た
が

ど
こ
も
断
ら
れ

た
」な
ど
、今
回
の

「
コ
ロ
ナ
危
機
」で
住
民
の
不
安
と
医

療
体
制
の
不
十
分
さ
が
露
呈
し
た
印

象
で
し
た
。相
談
セ
ン
タ
ー
へ
の
電

話
が
つ
な
が
ら
な
い
と
い
う
苦
情
も

多
く
寄
せ
ら
れ
、一
見「
よ
く
頑
張
っ

て
い
る
」様
に
見
え
る
大
阪
府
の
対

策
も
実
際
は
お
粗
末
な
も
の
で
し
た
。

実
際
に
C
O
V
I
D
-19
に
感
染
し

た
患
者
さ
ん
は
、感
染
防
止
に
気
を

つ
け
な
が
ら
仕
事
を
し
て
い
た
の
に

感
染
し
て
し
ま
っ
た
と
、非
常
に
後

悔
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。5
月
の
連

休
明
け
か
ら
、
病
院
内
で

C
O
V
I
D
-19
の
方
と
そ
う
で
な
い

方
が
交
わ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、

発
熱
患
者
さ
ん
は
病
院
外
の
テ
ン
ト

で
診
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

深
刻
だ
っ
た
の
が
感
染
防
護
具（
マ
ス

ク
、手
指
消
毒
用
ア
ル
コ
ー
ル
、ガ
ウ

ン
な
ど
）の
不
足
で
し
た
。職
員
は
節

約
を
徹
底
し
本
来
な
ら
毎
日
交
換
す

る
マ
ス
ク
を
週
1
回
の
交
換
に
せ
ざ

る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。そ
ん
な
状
況

下
で
医
師
会
や
地
域
の
企
業
や
住
民

の
方
か
ら
寄
贈
を
い
た
だ
き
、と
て
も

勇
気
づ
け
ら
れ
ま
し
た（
写
真
1
）。海

外
で
医
療
崩
壊
の
状
況
が
報
道
さ
れ

る
中
、そ
う
な
ら
な
い
た
め
の
努
力

（
政
府・自
治
体
へ
の
要
望
、地
域
で
の

住
民
へ
の
働
き
か
け
）を
全
力
で
行
う

こ
と
を
意
識
し
、病
院
の
周
り
に
ノ
ボ

リ
を
立
て
ま
し
た（
写
真
2
）。

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
の
仕
方
は
限

ら
れ
て
い
る

今
後
も
当
分
の
間
は
流
行
を
繰
り
返

す
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。地
上
の

生
活
か
ら
氷
上
の
生
活
に
な
っ
た
よ

う
な
も
の
で
、足
元
の
氷
の
厚
さ
を

測
り
な
が
ら
、あ
る
程
度
自
由
に
動

い
て
も
大
丈
夫
な
時
期
か
ら
相
当
慎

重
に
動
か
な
い
と
い
け
な
い
時
期
ま

で
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
る
な
か
で

活
動
の
仕
方
を
調
整
し
て
い
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。ウ
イ
ル
ス
の
感
染
の
仕

方
は
限
ら
れ
て
お
り
、ウ
イ
ル
ス
自
身

が
遠
く
へ
移
動
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、

人
の
体
か
ら
出
た
ら
数
日
で
死
滅
し

ま
す
。正
し
い
知
識
を
地
域
全
体
が
持

つ
こ
と
が
大
切
で
す
。ま
た
、弱
者
を

救
う
こ
と
と
同
時
に
弱
者
を
生
ま
な

い
た
め
の
ア
ン
テ
ナ
と
発
信
、「
い
の

ち
と
健
康
の
相
談
所
」と
し
て
の
役
割

が
、地
域
の
医
療
機
関
に
は
求
め
ら
れ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

も
と
で
の
地
域
社
会

〜
医
療
の
現
場
か
ら大

島 

民
旗

公
益
財
団
法
人
淀
川
勤
労
者

厚
生
協
会
附
属
西
淀
病
院  
病
院
長

写真2　新型コロナの注意喚起のノボリ

図1　西淀病院の緊急受け入れ数推移

写真1　ご寄贈いただいた消毒液を手に。

楽らく呼吸会の参加者のみなさん。中国からのマスクをつけて、
呼吸をしやすくするためのストレッチのポーズ！（2020.7.10）

中国からマスクが届きました
緊急事態宣言発出中の４月20日。あおぞら財団が公害・環境問題に関して

交流をしてきた中国の環境NGO・北京市朝日区環友科学技術研究

センターの張頔氏から、マスク200枚が届きました。
早速、公害患者のみなさんと、マスクが不足していた西淀病院へお渡しし

ました。送ってくださった張さんにも、配達してくれた方にも、謝 ！々 藤
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若
い
こ
ろ
は
地
域
に
関
わ
っ
て

は
い
な
か
っ
た

生
ま
れ
は
昭
和
17（
1
9
4
2
）年
で
、

戦
時
中
。こ
こ
ら
辺（
姫
島
）は
空
襲

は
な
か
っ
た
か
ら
、今
も
古
い
家
が

残
っ
て
る
ね
。中
学
校
は
西
淀
中
学
。

高
校
は
電
気
科
で
、卒
業
し
て
か
ら
、

三
国
で
就
職
し
て
電
気
の
仕
事
を
し

て
ま
し
た
。

第
二
室
戸
台
風
が
来
た
と
き

（
1
9
6
1
年
）は
、仕
事
の
帰
り
、い

つ
も
の
阪
神
電
車「
姫
島
」駅
で
降
り

ん
と「
千
船
」駅
ま
で
行
っ
て
、様
子

を
の
ぞ
い
て
み
た
わ
。今
の
緑
陰
道

路
を
境
に
大
和
田
の
あ
た
り
が
水
に

浸
か
っ
て
て「
こ
ら
ア
カ
ン
」と
思
っ

て
、引
き
返
し
た
。そ
の
頃
は
、地
域
に

は
全
然
関
わ
っ
て
な
か
っ
た
な
ぁ
。

19
歳
の
と
き
父
親
が
倒
れ
て
、
20
歳
で

家
業
の
土
木
の
仕
事
を
手
伝
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、西
淀
川
の
建
設
会
社
で
働
い

た
ん
や
け
ど
、28
歳
の
と
き
、そ
こ
の
社

長
さ
ん
が「
自
分
、こ
こ
に
ず
っ
と
お
っ

て
も
ア
カ
ン
で
。独
立
せ
ぇ
」っ
て
勧
め

て
く
れ
て
。そ
れ
で
、建
物
の
基
礎
を
つ

く
る
仕
事
を
し
ま
し
た
。最
初
は
一
人

で
や
っ
て
た
け
ど
、箕
面
の
知
り
合

い
か
ら
ま
と
ま
っ
た
仕
事
の
話
を
も

ら
っ
た
と
き
に
は
、中
島
で
人
を
寄
せ

て
、車
で
箕
面
ま
で
行
っ
て
40
棟
ほ
ど

の
住
宅
の
基
礎
の
仕
事
を
全
部
や
り

ま
し
た
。兵
庫
や
奈
良
も
行
き
ま
し
た

よ
。景
気
の
い
い
時
代
で
し
た
。

幼
稚
園
の
P
T
A
活
動
を
き
っ

か
け
に
地
域
に
関
わ
る

42
歳
に
な
っ
た
頃（
1
9
8
4
年
）、

子
ど
も
が
入
っ
た
姫
島
幼
稚
園
で
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
を
や
ら
へ
ん
か
と
声
が
か

か
っ
た
。「
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ん
て
、こ
ん
な

口
悪
い
人
間
に
は
で
き
へ
ん
が
な

（
笑
）」と
言
っ
て
最
初
は
断
っ
て
ん

け
ど
、そ
の
頃
通
っ
て
た
詩
吟
の
先

生
か
ら
、「
大
垣
く
ん
、
42
歳
は
厄
年

や
。厄
年
言
う
の
は
、体

調
が
変
わ
る
と
か
と
違

う
。厄
を
引
き
受
け
た

ら
な
ア
カ
ン
歳
な
ん

や
」と
言
わ
れ
て
、そ
ん

な
も
ん
か
な
と
。そ
れ

に
、5
月
に
母
が
亡
く

な
っ
た
と
き
、ま
だ
付

き
合
い
も
浅
い
の
に
Ｐ

Ｔ
Ａ
の
人
ら
が
み
ん
な

参
列
し
て
く
れ
た
ん
で

す
。人
と
の
出
会
い
、あ

た
た
か
さ
を
感
じ
て
会

長
と
し
て
が
ん
ば
ろ
う

と
思
い
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、幼
稚
園
の

子
ら
で
子
ど
も
神
輿
を
や
る
こ
と
に

な
っ
た
。１
回
、２
回
と
や
っ
た
ん
や

け
ど
、こ
の
子
ら
が
卒
園
し
た
ら
続

か
へ
ん
な
ぁ
と
思
っ
て
た
。

「
姫
島
を
盛
り
上
げ
よ
う
」と

だ
ん
じ
り
を
復
活

ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
、姫
島
神
社
の
奥

に
小
さ
な
小
屋
が
あ
る
の
を
み
つ
け

て
ん
。そ
の
中
に
朽
ち
果
て
そ
う
に

な
っ
た
だ
ん
じ
り
が
あ
っ
た
ん
や
。

「
子
ど
も
神
輿
は
続
か
ん
や
ろ
か
ら
、

こ
れ
、ひ
っ
ぱ
り
だ
そ
」と
、今
の
副

会
長
の
島
さ
ん
と
か
、い
ろ
ん
な
人

に
声
か
け
て
、宮
司
さ
ん
に
話
を
し
て
。

み
ん
な
で
草
刈
っ
た
り
、「
オ
レ
、小
屋

の
基
礎
し
直
す
わ
」と
か
、左
官
屋
さ

ん
が「
こ
こ
や
る
わ
」と
か
、ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
新
し
く
小
屋
を
建
て
て
。そ

れ
で
と
う
と
う
、38
年
ぶ
り
に
姫
島
の

だ
ん
じ
り
を
復
活
さ
せ
た
ん
で
す
。

神
社
の
小
屋
に
あ
っ
た
２
台
、中
町
、

浦
脇
が
保
存
し
て
い
た
だ
ん
じ
り
を

み
ん
な
で
修
復
し
て
、1
9
9
3
年

に
は「
姫
島
地
車
保
存
会
」を
発
足
し

ま
し
た
。だ
ん
じ
り
の
修
復
の
費
用

は
、地
域
回
っ
て
祭
り
の
賛
助
金
と

し
て
集
め
ま
し
た
。集
め
た
金
で
職

人
さ
ん
の
日
当
と
か
算
段
し
て
。あ

と
、大
阪
の
天
満
の
天
神
さ
ん
か
ら

人
を
呼
ん
で
、龍（
へ
び
）踊
り
と
か

カ
ネ
と
太
鼓
の
鳴
ら
し
方
を
教
え
て

も
ら
い
ま
し
た
。そ
の
中
で
、3
台
目

に
大
型
だ
ん
じ
り
を
堺
市
神
野
町
か

ら
購
入
し
て
動
か
し
て
。

祭
り
が
な
い
と
活
気
が
な
い
。若
い

世
代
を
戦
略
的
に
巻
き
込
ん
で
、次

を
育
て
よ
う
と
や
っ
て
ま
す
。

地
域
の
先
輩
が
次
を
育
て
る

幼
稚
園
の
後
も
、小
中
高
と
ず
っ
と

Ｐ
Ｔ
Ａ
を
や
り
ま
し
た
。西
淀
川
区

地
域
振
興
町
会
も
出
来
た
最
初
か
ら

長
い
こ
と
会
計
を
や
り
ま
し
た
。

先
輩
た
ち
に
は
、鍛
え
ら
れ

ま
し
た
。地
域
振
興
町
会
の

会
長
会
議
に
初
め
て
参
加
し

た
と
き
、当
時
の
会
長
に「
こ

う
い
う
と
こ
で
は
、服
装
も

ち
ゃ
ん
と
せ
な
ア
カ
ン

ぞ
」っ
て
ビ
シ
ッ
と
言
わ
れ

ま
し
た
。今
も
会
長
会
の
と

き
に
は
、ス
ー
ツ
で
出
て
ま

す
。副
会
長
に
は「
一
年
目
は

モ
ノ
言
わ
ん
と
、ち
ゃ
ん
と

話
聞
い
と
け
」っ
て
言
わ
れ

た
。今
や
っ
た
ら
考
え
ら
れ

へ
ん
と
思
う
け
ど（
笑
）。で

も
確
か
に
話
聞
い
て
て
勉
強

に
な
っ
た
。西
淀
川
全
体
の
こ
と
を
、

だ
い
た
い
頭
に
入
れ
て
い
き
ま
し
た

よ
。
西
淀
川
区
政
70
周
年
の
と
き

（
1
9
9
5
年
）に
も
資
金
集
め
し
た
。

今
の
若
い
人
ら
は
、そ
う
い
う
苦
労

は
せ
ん
と
会
長
に
な
っ
て
は
る
か
ら
、

全
体
を
ま
と
め
る
立
場
に
な
っ
た
ら

大
変
か
も
し
れ
へ
ん
ね
。次
を
育
て

る
に
は
、あ
る
程
度
、仕
事
は
任
せ
て
、

で
も
任
せ
っ
ぱ
な
し
に
す
る
の
や
な

く
て「
こ
こ
は
や
る
か
ら
、あ
と
は
わ

か
る
や
ろ
」と
。そ
う
い
う
育
て
方
は
、

い
つ
の
ま
に
か
身
に
つ
い
て
た
ね
。

西
淀
川
全
部
の
だ
ん
じ
り
を

集
め
る

あ
る
と
き
野
里
の
船
越
さ
ん
か
ら

「
西
淀
川
の
だ
ん
じ
り
を
、み
ん
な
集

め
た
い
」と
声
が
か
か
り
ま
し
た
。西

淀
川
に
は
、野
里・中
島・大
和
田・佃・

鼻
川
と
祭
り
が
あ
っ
て
、み
ん
な
長

い
こ
と
続
け
て
や
っ
て
る
先
輩
ば
か

り
。結
局
、僕
ら
が
一
番
若
い
。ま
た

各
地
域
を
訪
ね
て
回
っ
て
、頭
下
げ

て
、よ
う
や
く「
や
ろ
か
」と
い
う
話

に
な
っ
て
。1
9
9
8
年
の「
西
淀
川

太
鼓・地
車
連
絡
協
議
会
」の
発
会
式

は
、十
三
の
中
華
料
理
屋
に
1
0
0

人
ほ
ど
集
ま
り
ま
し
た
よ
。

こ
の
と
き
も
協
賛
金
集
め
る
の
に
地

域
を
回
り
ま
し
た
。今
度
は
姫
島
だ

け
や
な
く
て
、西
淀
川
全
部
。資
金
の
次

は
場
所
。だ
ん
じ
り
み
ん
な
集
め
る
広

さ
を
考
え
て
、結
局
、姫
島
公
園
に
な
り

ま
し
た
。周
り
を
通
行
止
め
に
す
る
の

に
大
阪
府
警
に
話
を
通
し
て
、当
日
は

一
個
中
隊（
約
40
人
）ほ
ど
警
備
に
来
て

く
れ
ま
し
た
。そ
れ
で
2
0
0
3
年

「
西
淀
川
太
鼓・地
車
パ
レ
ー
ド
」を
や

れ
ま
し
た
。

先
を
見
越
し
た
地
域
づ
く
り
を

西
淀
川
は
、地
域
そ
れ
ぞ
れ
の
歴
史
が

あ
る
か
ら
、昔
は
張
り
合
っ
て
喧
嘩
も

多
か
っ
た
け
ど
、今
は
仲
良
く
な
っ
た

ね
。去
年
の
9
月
、18
年
ぶ
り
に
２
回
目

の
パ
レ
ー
ド
も
や
れ
ま
し
た
。郷
土
文

化
継
承
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

今
回
の
コ
ロ
ナ
で
は
、地
域
の
行
事
が

み
ん
な
中
止
に
な
っ
て
参
っ
た
け
ど
、

姫
島
で
は
様
子
み
て
、「
そ
ろ
そ
ろ
食

事
サ
ー
ビ
ス
は
い
け
そ
う
や
」と
再
開

し
ま
し
た
。盆
踊
り
も
、や
ぐ
ら
は
無

し
で
、夜
店
は
や
ろ
う
か
と
準
備
し
て

ま
す
。止
め
た
ら
子
ど
も
ら
が
ど
な
い

な
る
ね
ん
と
思
う
ん
で
す
。

今
度
、都
構
想
の
勉
強
会
も
し
よ
う

と
思
っ
て
ま
す
。西
淀
川
区
は
大
阪

市
の
端
の
方
や
か
ら
、い
ろ
ん
な
機

能
が
中
央
の
方
に
い
っ
て
し
ま
っ
た

ら
、影
響
大
き
い
か
ら
ね
。他
の
区
に

先
駆
け
て
動
こ
う
と
思
っ
て
ま
す
。

あ
お
ぞ
ら
財
団
さ
ん
に
は
、西
淀
川

高
校
の
跡
地
の
問
題
と
か
、も
と
歌

島
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
跡
地
活
用
の

話
と
か
、い
ろ
い
ろ
情
報
く
れ
て
一

緒
に
動
け
る
か
ら
あ
り
が
た
い
ね
。

御
幣
島
芸
術
祭（
み
て
ア
ー
ト
）に
も

参
加
し
て
る
け
ど
、地
域
の
中
に
根

づ
い
て
き
た
。だ
ん
だ
ん
と
賑
や
か

に
な
っ
て
き
た
ね
。

姫
島
神
社
の
春
祭
り
で
も
、え
ぇ
ア
イ

デ
ア
出
し
て
く
れ
た
。子
連
れ
で
来
て

も
ら
え
る
よ
う
に
、屋
台
を
出
さ
ん
と

昼
間
に
や
る
っ
て
い
う
の
は
、新
し
い

つ
な
が
り
が
で
き
る
機
会
に
な
っ
て

る
と
思
う
。屋
台
の
人
ら
を
押
さ
え
る

の
は
大
変
や
っ
た
け
ど（
笑
）

時代とともに変化する「まち」。良い
ことも、悪いことも、思いがけないこ
とも飲みこんで、「今」のまちの姿が
あります。このコーナーでは、「えぇ
まちにしたい！」と願った西淀川の
先輩たちに、お話を伺います。

「
だ
ん
じ
り
で
地
域
を
つ
な
い
で
、

ま
ち
を
賑
や
か
に
」

大
垣 

純
一
さ
ん

姫島のご自宅に伺うと、ガレージに椅子を出

して待っていてくださった大垣さん。インタ

ビューの間、通りがかった下校中の小学生や

新聞配達の方と「こんにちは」「まいど」と声

をかけあっておられました。昔の縁側に座っ

ているみたいです。

「昨日、緑陰道路走ったら記録出してん！12

キロ１時間２～３分や。コロナでずっと家おっ

て気力がありあまってたからなぁ」とおっ

しゃる大垣会長は、御年77歳。今も地域のた

めに何ができるかを常に考えておられる、パ

ワフルなお話でした。

（聞き手＝藤江徹、原稿作成・構成＝栗本知子。2020年7
月20日インタビュー）

西
淀
川
区
地
域
活
動
協
議
会
会
長
、

西
淀
川
区
地
域
振
興
会
、

（
社
福
）大
阪
市
西
淀
川
区
社
会
福
祉
協
議
会
理
事
な
ど

2018年の姫島の夏祭り だんじり曳行

御幣島芸術祭2019にて。

2019年の第2回「西淀川太鼓-地車パレード」。各地の地車が集まった。
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佐

栗

谷

どんな時でも心と身体を豊かにしてくれるのが、おいしいごはん。
食べて元気になれるお店を紹介します。
どちらもテイクアウトできます。

イラスト：とりやま ひろこ

エコミューズ館長：小田康徳

け
入
れ
る
体
制
が
整
い
つ
つ
あ

り
ま
す
。

冒
頭
の
小
学
校
で
は
最
後
に
話

し
た
気
候
変
動
と
災
害
に
つ
い

て
真
剣
に
聞
く
5
年
生
、は
に
か

ん
で「
あ
り
が
と
う
」と
い
う
低

学
年
と
の
出
会
い
が
。環
境
学
習

は
過
去
と
未
来
を
、そ
し
て
人
と

人
を
つ
な
ぐ〝
大
事
な
も
の
〞と

思
っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

環
境
学
習
は
人
を
つ
な
ぐ

みずしま財団事務局長/藤原園子

先
日
フ
ー
ド
マ
イ
レ
ー
ジ
買
い

物
ゲ
ー
ム
の
講
師
依
頼
が
あ
り
、

岡
山
県
高
梁
市
に
あ
る
山
の
上

の
小
学
校
に
行
き
ま
し
た
。食
材

カ
ー
ド
を
使
い
、子
ど
も
達
は
夕

食
メ
ニ
ュ
ー
を
作
り
ま
す
。「
こ

れ
食
べ
た
い
ね
」「
い
や
こ
っ
ち

が
い
い
」。ほ
っ
こ
り
と
嬉
し
い

気
分
で
、見
て
い
ま
し
た
。

み
ず
し
ま
財
団
が「
世
界
一
の
環

境
学
習
の
ま
ち
、み
ず
し
ま
」と

打
ち
だ
し
た
の
は
、環
境
省
の
協

働
取
組
を
受
託
し
、環
境
学
習
を

通
じ
た
人
材
育
成・ま
ち
づ
く
り

を
考
え
る
協
議
会
発
足
後
の

2
0
1
4
年
。「
子
ど
も
達
の
た

め
な
ら
」と
企
業
・
行
政
・
住
民
・

N
P
O
が
同
じ
テ
ー
ブ
ル
に
つ

き
ま
し
た
。〝
温
故
知
新
〞と
メ

ン
バ
ー
同
士
も
学
び
合
い
、出
前

授
業
や
レ
ク
チ
ャ
ー
で
活
躍
中

で
す
。み
ず
し
ま
滞
在
型
環
境
学

習
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
を
生
み
出

し
、モ
デ
ル
ツ
ア
ー
を
実
施
す
る

な
ど
高
梁
川
流
域
で
学
び
を
受

岡山県倉敷市にある環境再生・まちづくり

活動を行っている団体。倉敷大気汚染公害

裁判の和解金の一部を基金として設立されました。あおぞら財団とは姉

妹のような関係の団体です。「みずしまの今」を伝えます！

第9回協議会でロードマップ作成のワー
クショップの様子（2015.6.29）。
メンバーそれぞれで異なる水島へのイメージ
や情報の共有を大事にしながら進めている。

みずしま滞在型環境学習モデルツアーで語り
合う大学生と漁業者と研究者（2018.11.24）

西淀川の空を覆う工場排煙―1963年2月7日
大阪気象台撮影。裁判の証拠として提出

ぶ ら
り と サンリバー柏里でおいしいごはんと

西淀川めぐり

店名のとおり「コロッケ」と「かき氷」のお店。コロッケと
侮ってはいけません。精肉職人30年の店主のこだわりが詰
まった自家製ミンチと丁寧にマッシュされたじゃがいもの
ハーモニーは絶品です。もう一つの看板メニュー「かき氷」
もこだわりが満載です。自家製の練乳は甘すぎず滑らか
な味。旬の果物を使ったかき氷は、新鮮な素材を使って
いて、果肉もたっぷり入って
います。コロッケはおひとつ
からお持ち帰りできます。
お弁当も大好評です。

ついて解説します。国道43号線では現在の

大気汚染対策について説明しました。

矢倉海岸でお昼を食べたら、帰りは「なにわ

自転車道」などを活用したルートを走りま

す。ルートの約８割は自転車専用道で、安心

して走れました。

最後はあおぞらビルに戻り、ふりかえりで

す。これから西淀川で働くみなさんに地域

の歴史と今を新たに学んでいただけたよう

です。（2020.8.5実施）

エコで、視覚障害者や足の弱い人でも乗れるユ

ニバーサルな乗り物である2人乗りのタンデム

自転車は、大阪府内では2016年から公道でも走

ることができます。このタンデム自転車を利用

した西淀川フィールドワークをご紹介します。

10時半、あおぞらビルにて西淀川区の歴史に

ついて講義をした後、タンデム自転車の乗り

方を練習してフィールドワークに出発です。

大野川緑陰道路を走りながら、合間合間に、

西淀川の水害の危険性と大気汚染公害に

1970年2月「公害に係る健康被害の救済に関する特別措置法」が制定されたとき、西淀川区で

この年末までの公害病認定数は1241人。1978年4月の西淀川公害裁判提訴の直前、救済法を引

き継いだ公害健康被害補償法による累計の認定患者数は5621人。死亡者を除くと4242人が認

定患者でした。この激烈な健康被害は1970年11月公害国会後の公害対策の進展下に起きてい

たのです。裁判は住民の健康無視の工場操業から出るSOｘ、道路政策の中で新たな公害源と

して猛威を振るっていたNOxとSPMの環境基準以下までの排出差し止めを求めました。西淀

川公害訴訟は同じ大気汚染に苦しむ千葉・川崎・倉敷・尼崎・名古屋南部・東京の裁判と連携

してたたかわれました。

いまエコミューズの資料調査活動が進み、裁判の記録はもちろん、公害患者たちのくらしから

裁判後の活動に至るまで、無数の資料の中から歴史に残る活動の跡を選び出す条件はよ

うやく整い始めています。過去の事実が意図的に消されないため、記録を、それも第一級の記

録をもれなく集めた資料集を編集することになりました。

住所：柏里２-６-１９　定休日：不定休
営業時間：お持ち帰り11：00～19：30、店内飲食11:00～18:00(L.0)
TEL：06-6829-7838
facebook　https://www.facebook.com/koromitsudo/
Instagram https://www.instagram.com/koromitsudo/ 

白い壁に木の家具が落ち着く、
アットホームな洋食屋さん。昨年
12月のオープン以降、口コミで評
判が広がり早くもサンリバーの人

気店です。ドアを開けるとシェフの木邨健也さんと奥様の
由紀子さんが笑顔で迎えてくれます。一押しは「どの行
程も全てこだわっています！」とシェフが胸を張るハン
バーグ（ランチ900円）。国産牛、豚肉にじっくり火を通した
玉葱がたっぷり入っているので甘みとコクがあります。
味もコスパも最高！リピーターさんが多いのも納得です。
ランチ、オードブル等のテイクアウトも人気です。

住所：柏里2-6-17　定休日：日曜、祝日
営業時間：ランチ11:30～14:30、ディナー17:00～21:00
TEL：06-4862-5174

ゆるり
と

あおぞら財団では、西淀川の公害の解決
に取り組んだ貴重な経験をもとに、環境
と人権を重視したSDGs時代の学びを
コーディネートします。西淀川公害の歴史
はもちろん、地域再生のまちづくり、交通
マネジメント、環境と防災といったテーマ
の研修も展開しています。

◆ 西淀川フィールドワーク
　西淀川公害裁判を経て、公害対策が進めら
れた地域を歩き、青空をとりもどした西淀川
の「今」を体感します。公害患者をはじめ、
元企業の担当者、行政、弁護士などの多様な
語りをコーディネートできます。
　〈 プログラム料 〉
１時間/10,000円（ガイド２人随行を基本。
30人以上参加の場合、要追加料金）

◆ 講演・出張授業
小中学校への出前授業や、財団研究員
による講演・ワークショップも承ります。
講師料と交通費が必要です。お申込み時に
ご相談ください。

〈 お問い合わせ 〉

あおぞら財団　webmaster@aozora.or.jp

あおぞら財 団

教育・研 修 事 業 のご案内

西淀川公害がわかる資料集をつくろう

合同製鐵との交渉。1991年3月29日の第一次判決後被
告側が控訴。白紙に患者の願いが

エコミューズでは、公害や西淀川地域に
関する図書や、西淀川公害裁判資料、弁
護団や患者会・住民運動などの一次資料
といわれる写真や会議資料等を所蔵
しています。ぜひ一度、お越しください。

◆ 利用案内
開館時間:月および金曜　10：00-17：00
＊開架図書・資料は一般の図書館と同様に
利用いただけますが、資料のレファレンスや
展示パネルの解説等をご希望の場合は、２週
間前までにご予約をお願いします。

〈 資料公開規定 〉
開架図書・資料 貸出可（一部、禁帯出資料あり）。
貸出期間は2週間。
裁判記録:閲覧のみ
書庫資料:閲覧のみ

〈 お問い合わせ 〉
あおぞら財団　webmaster@aozora.or.jp
エコミューズ　aozora.or.jp/ecomuse/

西淀川、公害と環境資料館

エコミューズ利用のご案内

あおぞら財団教育・研修事業紹介

あおぞら財団付属西淀川・公害と環境資料館エコミューズ所蔵資料紹介

Kitchen K .m.R Osaka コロミツ堂

公害の経験から学び、未来を創る市民を育てる

タンデム自転車でフィールドワーク！
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2
0
1
9
年
12
月
、私
は
福
漁
港
を
訪

れ
ま
し
た
。福
漁
港
は
大
阪
市
内
に

残
る
数
少
な
い
漁
港
の
ひ
と
つ
で
す
。

大
野
川
緑
陰
道
路
を
矢
倉
海
岸
方
面

に
進
ん
だ
終
着
点
に
あ
り
ま
す
。

な
ぜ
訪
れ
た
の
か
と
い
う
と
、漁
師

の
北
村
泰
規
さ
ん
・
矢
野
初
憲
さ
ん

に
あ
お
ぞ
ら
市
で
出
店
予
定
の
ボ
ラ

を
、捌
く
工
程
を
見
学
さ
せ
て
頂
く

為
で
す
。西
淀
川
に
は
工
場
し
か
無

い
と
思
っ
て
い
た
の
で
、漁
港
が

あ
る
と
知
り
、と
て
も
驚
き
ま
し

た
。ボ
ラ
と
い
う
魚
も
初
め
て
知
り

ま
し
た
。捌
き
を
見
学
さ
せ
て
頂
い

た
後
、ボ
ラ
を
味
噌
漬
け
に
す
る
お

手
伝
い
を
し
ま
し
た
。数
日
後
、「
淀

川
で
と
れ
た
ボ
ラ
」と
産
地
を
示
し
、

あ
お
ぞ
ら
市
に
て
試
食
会
を
開
き
ま

し
た
。く
せ
が
な
く
、試
食
さ
れ
た
方

も
お
い
し
い
！
と
口
に
さ
れ
て
い
ま

し
た
。抵
抗
な
く
試
食
さ
れ
る
方
が

大
半
で
し
た
が
、中
に
は「
淀
川
産
」

と
い
う
点
で
試
食
す
る
か
ど
う
か
迷

わ
れ
る
方
も
い
ま
し
た
。

大
気
汚
染
や
水
質
汚
濁
な
ど
の
問
題

は
解
決
し
た
も
の
の
、大
阪
湾
や
淀

川
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
は
未
だ
に
良

く
な
い
印
象
を
受
け
ま
し
た
。「
淀

川
」と
い
う
西
淀
川
に
身
近
な
川
。頭

ご
な
し
に
否
定
せ
ず
に
昔
と
比
べ
て

今
は
ど
う
な
の
か
、し
っ
か
り
調
べ

た
う
え
で
判
断
し
て
欲
し
い
と
思
い

ま
し
た
。そ
う
思
う
の
は
、私
が
海
や

川
の
汚
染
が
改
善
さ
れ
た
後
に
生
ま

れ
た
世
代
だ
か
ら
で
し
ょ
う
か
。

私
が
住
ん
で
い
る
佃
地
域
に
あ
る
田

蓑
神
社
の
境
内
に「
佃
漁
民
ゆ
か
り

の
地
」と
刻
ま
れ
た
史
跡（
大
阪
市
建

立
）が
あ
り
ま
す
。側
面
に
は「
佃
島

は
古
来
漁
業
に
お
い
て
名
が
あ
り
、

殊
に
正
保
年
間（
1
9
4
0
年
代
）に

は
江
戸
鉄
砲
州
東
の
地
を
開
発
。

一
部
移
住
し
佃
島
と
名
付
け
今
日
の

盛
大
に
至
ら
し
め
た
。」と
記
さ
れ
て

い
ま
す
。こ
れ
は
佃
民
と
徳
川
家
康

と
の
縁
故※

１
の
史
跡
と
し
て
知
ら
れ

て
お
り
、か
つ
て
西
淀
川
で
漁
業
が

さ
か
ん
で
あ
っ
た
こ
と
が
伺
え
る
も

の
で
す
。ま
た
、西
淀
川
に
は
野
里
・

大
和
田・福・大
野・西
島
と
5
つ
の

住
吉
神
社
が
あ
り
ま
す
。住
吉
神

社
は
海
の
守
護
神
で
、こ
の
こ
と
か

ら
も
西
淀
川
が
漁
業
の
ま
ち
で
あ
っ

た
こ
と
が
伺
え
ま
す
。

福
の
漁
業
は
明
治
末
期
に
は
約

2
0
0
軒（
村
の
戸
数
の
約
半
分
）が

漁
業
を
行
い
、ハ
マ
グ
リ
、サ
ル
ボ
貝

な
ど
の
貝
の
採
取
が
有
名
で「
貝
の

福
」と
し
て
名
が
通
っ
た
と
い
い
ま

す
。「
福
村
の
道
路
は
貝
殻
で
で
き
て

い
る
」と
も
言
わ
れ
た
そ
う
で
す
。ま

た
ウ
ナ
ギ
は
福
の
漁
師
が
専
門
に

獲
っ
て
い
ま
し
た
。現
在
、海
で
は

サ
ヨ
リ
・
ボ
ラ
・
シ
ラ
ス
ウ
ナ
ギ
・
ス

ズ
キ
・
チ
ヌ
・
シ
ラ
ス
・
イ
カ
ナ
ゴ
な

ど
、川
で
は
ウ
ナ
ギ
・
シ
ジ
ミ
・
ハ
ゼ

な
ど
が
獲
れ
る
そ
う
で
す
。大
正
末

期
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
福
の
漁

業
は
最
盛
期
を
迎
え
ま
し
た
が
、新

淀
川
開
削
の
影
響
や
付
近
が
工
場
地

帯
化
し
た
た
め
、漁
業
人
口
は
減
少

し
て
い
き
ま
し
た
。

経
済
発
展
が
優
先
さ
れ
る
な
か
、

1
9
5
0
年
代
か
ら
大
阪
湾
に
注
ぐ

川
に
ヘ
ド
ロ
が
た
ま
り
臭
気
が
漂
い

出
し
ま
し
た
。

西
淀
川
の
大
気
汚
染
が
激
し
か
っ
た
頃

は
海
も
汚
染
が
進
ん
だ
と
い
い
ま
す
。

1
9
6
5
年
頃
に
は
P
C
B
が
問
題
に

な
り
、大
変
な
時
代
が
あ
り
ま
し
た
。※

２

北
村
さ
ん
に
よ
れ
ば
P
C
B
で
ボ
ラ

が
毛
嫌
い
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、

以
前
は
各
家
庭
で
煮
付
け
や
刺
身
に

さ
れ
て
い
た
と
い
い
ま
す
。ま
た
こ

の
頃
か
ら
、大
阪
の
人
々
は
大
阪
の

海
と
川
は
汚
れ
て
い
る
と
認
識
す
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。し
か
し
、実
際

は
海
に
は
魚
介
類
が
豊
富
で
、70

年
代
半
ば
に
は
、船
び
き
網
漁
業
者

が
1
日
で
1
0
0
0
万
円
台
の
水
揚

げ
を
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

汚
染
が
改
善
さ
れ
て
も
、大
阪
産
の

魚
の
イ
メ
ー
ジ
は
今
も
改
善
し
な
い

ま
ま
で
す
。

「
イ
メ
ー
ジ
が
良
く
な
ら
な
い
」と
い

う
点
で
は
私
自
身
、似
た
よ
う
な
体

験
が
あ
り
ま
す
。西
淀
川
の
大
気
汚

染
が
ひ
ど
か
っ
た
時
代
を
経
験
し
て

は
い
な
い
も
の
の
、ど
こ
か
悪
い
イ

メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。そ
の

後
、あ
お
ぞ
ら

財
団
で
の
活
動

や
資
料
等
で
大

気
汚
染
が
改
善

さ
れ
た
こ
と
を

学
び
、歴
史
を

知
り
ま
し
た
。

そ
れ
を
踏
ま
え

て「
や
っ
ぱ
り

西
淀
川
の
空

気
は
元
々
綺
麗

な
地
域
に
比
べ

れ
ば
良
い
と
言

え
な
い
ん
じ
ゃ

な
い
か
」と
思

う
こ
と
が
あ
り

ま
す
。「
良
く

な
っ
た
」「
改
善

魚
が
売
れ
な
く
な
っ
た
時
代

私
か
ら
地
元
へ 

思
う
こ
と

福
の
ボ
ラ
は

お
い
し
い
！

漁
業
と
西
淀
川

西
淀
川
の
ボ
ラ
は
お
い
し
い
！

西
淀
川
に
お
け
る

漁
業
の
は
じ
ま
り

「
福
村
の
道
路
は
貝
殻
で

で
き
て
い
る
」

東 　 里 紗  

R e p o r t e r

西淀川在住/奈良県立大学地域創造学部地域創造学科3年/

高校生の時に自分が暮らす西淀川を「公害のまち」と決め

つけ、よく知ろうとしませんでした。大学進学後、あおぞら財

団のアルバイトとして、改めて西淀川の事を学んでいます。

西
淀
川
の
今
も
昔
も

見
て
き
た
ミ
サ
ゴ
。

西
淀
川
が
ど
の
よ
う
に

変
わ
っ
て
き
た
の
か
？

ど
ん
な
問
題
を

抱
え
て
い
る
の
か
？

そ
れ
を
解
決
で
き
た
の
か
？

ミ
サ
ゴ
の
よ
う
に
、

時
に
は
俯
瞰
し
て
、

時
に
は
水
面
近
く
か
ら
、

西
淀
川
の
昔
と
今
を

捉
え
ま
す
。

ミ
サ
ゴ
の

思
い

vol.2

福漁港（1996年） 福町の工場（1967年）

試食会inあおぞら市（2019.12.11）

塩麹漬けしたボラ

※1 北摂の多田神社へ戦勝祈願の参拝に向かう家康を、佃の漁民たちが神崎川で
渡船を務め、助力しました。家康は漁業権を与えて労に報い、以来、大坂の陣で家
康側の海上隠密作戦を敢行するなど家康の天下取りを助けたという伝承が残っ
ています。『大阪人　特集西淀川萌えvol.61』p17佃学セミナー 田蓑神社/2009

※2 PCBとは正式名称をポリ塩素化ビフェニール（Polychlorinated Biphenyl）
と言います。電子機器をはじめ幅広い用途に使用されましたが、1968年にカネミ
油症事件が発生して、その毒性が社会問題化しました。1972年にPCBの製造は止
められましたが、その影響が福の漁業にも及んだのです。
https://www.jesconet.co.jp/business/PCB/pcb_02.html/
2020年2月21日に閲覧

参考文献・写真の出典
『西淀川区史』1996年/西淀川区制
七十周年記念事業実行委員会
『西淀川今昔写真集』1995年/西淀川
区制七十周年記念事業実行委員会
『おもろいわ西淀川―福の漁港　
どんなところ？―』2013年/あお
ぞら財団
『シリーズわがまち　淀川右岸を
散歩して2「歴史散歩」の記録』
2011年/文芸社

さ
れ
た
」「
解
決
し
た
」と
分
か
っ
て

も
、一
度
印
象
が
悪
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
も
の
を
良
く
し
て
い
く
の
に

は
長
い
時
間
を
要
す
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
空
気
に
対
し
て
も
、

海
や
川
に
対
し
て
も
私
を
含
め
た
地

元
の
人
々
が
肯
定
し
、受
け
入
れ
る

こ
と
が
大
事
な
ん
だ
ろ
う
な
と
思
い

ま
し
た
。そ
れ
を
抜
き
に
し
て
も
、ボ

ラ
は
と
て
も
美
味
し
か
っ
た
で
す
。

取材に応じる北村泰規さん（2019.12.11）
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【お問い合わせ】
ＴＥＬ : 06-6475-0111　ＦＡＸ : 06-6475-0114
ＵＲＬ : http://aozoraen.com/
運　営 : 社会福祉法人 あゆみ福祉会

ディサービスセンター

2006年10月1日にデイサービスセンターあおぞら苑は産声を上げました。
西淀川公害裁判で四半世紀命をかけて闘った患者さんや家族のみなさま
の思いが、ひとつの形になったのがデイサービスセンターあおぞら苑です。
公害患者さんも高齢になり日々の生活を援助するために、また地域のみな
さまが誰でも利用でき、「西淀川に住み続けて良かった。」と思えるように
との思いがたくさん詰まった場所にしたいと思い設立しました。

あおぞら御膳

あおぞらの湯

◆あおぞら苑（事業所番号 2791000090）
　〒555-0032 大阪市西淀川区大和田5丁目7番14号
　開所曜日：月曜日～土曜日（祝日は開所）    利用人数：１日18人

◆あおぞら苑Ⅱ（事業所番号 2771002173）
　〒555-0031 大阪市西淀川区出来島1丁目2番4号
　開所曜日：月曜日～土曜日（祝日は開所）   利用人数：１日25人

広告

発行所：公益財団法人公害地域再生センター（あおぞら財団）
編集人：栗本　知子

〒555-0013 大阪市西淀川区千舟1-1-1あおぞらビル4階
TEL 06-6475-8885　FAX 06-6478-5885
http://aozora.or.jp/　webmaster@aozora.or.jp

デザイン：㈱バード・デザインハウス

会員の購読料は会費に含まれています。

本誌掲載記事の無断転載を禁じます。

No.154　2020年9月号（年3回発行）

公益財団法人 公害地域再生センター

あおぞら財団
Facebookページ
「いいね！」を

押してくださいね。

こんなところに小道が!?

散歩やジョギング、サイクリング

の人たちが行きかう大野川緑

陰道路に小道を発見。福地域

のクロマツ林の辺りです。

（2020年5月10日）

広告

スタッフツィッター 編集後記
巻頭の西淀川のみなさんの切実な声。地域再生を

使命とするあおぞら財団は何に取り組むべきか、

痛切に考えさせられます。今号からデザインを

リニューアルしました。西淀川の今を大切に、「公害・環境問題

を自分事にする」解説記事を盛り込んだ編集を試みました。

〜 「いのちの平等」をめざして 〜

「地域健康増進支援事業所」
認証施設

公益財団法人淀川勤労者厚生協会 TEL 06-6471-0496　URL www.yodokyo.or.jp

・西淀病院
・のざと診療所
・千北診療所

・ファミリークリニックあい
・姫島診療所
・ファミリークリニックなごみ

・介護老人保健施設よどの里
・在宅総合センターらくらく
・社会医学研究所

差額室料をとらず、24時間365日 医療と介護

医療費の支払でお困りの方 相談下さい。 「無料低額診療」 実施中

看護師
募集中！

WHO認証

広告

現在西淀川区内外約50

箇所で、廃油を回収して

います。回収団体募集中。

【廃油回収量】
総合計 51,747ℓ

（2009年7月から2020年7月まで）

2019年度 3,376ℓ
2018年度 3,834ℓ
2017年度 4,491ℓ
2016年度 4,123ℓ
2015年度 5,823ℓ
2014年度 7,064ℓ
2013年度 7,344ℓ
2012年度 6,472ℓ
2011年度 3,986ℓ
2010年度 2,509ℓ
2009年度 1,517ℓ 

エコでつながる
西淀川推進協議会
事務局：浜田化学株式会社
06-6409-1555

あおぞら広場

ありがとうございます スタッフから一言

年3回発行の「りべら」は、あおぞら財団会員様をはじめ、

西淀川の公共施設・店舗など、様々なスポットに配布してい

ます。あおぞら財団の活動にご賛同いただける方からの広告

の掲載を募集中です。
【りべら広告掲載費】

中面1/9頁：１万円／回、中面1/3頁：３万円／回、中面 全面：９万円／回

※お問合せ先：あおぞら財団まで　TEL06-6475-8885

「りべら」に広告を掲載しませんか？

西淀川菜の花プロジェクト
～エコでつながる西淀川～

●入会 ●寄附・寄贈者

　松田 知範
西村 とも子

●お助け
　ボランティア

大西 愛
藤江 めぐみ
宮本 由貴
岡崎 久女
山下 晴美
渡辺 哲敬
NPO法人西淀川
子どもセンター

　石塚 裕子
上田  実千代
内田 寛
大西 愛
奥村 昌裕
柏原 純夫
金 盛子
古賀 崇
清水 万由子
中島 晃
早川 光俊
森脇 君雄
山岸 公夫
湯本 浩之
吉田 巌
脇田 武利

一栁 正義
一栁 睦美
株式会社マルモット
宮本 由貴
香室 結美
山原 和子
山崎スチール株式会社
浅井 真二
蔵本 幸治
大阪人権博物館
大塚 健司
天野 憲一郎
藤江 めぐみ
門谷 充男
遠藤 邦夫
小川 輝光

（2019年10月～2020年7月　敬称略・順不同）

緑道散歩

門　志亜紀

（姫里ゲストハウスいこね
＆くじらカフェスタッフ）

か ど ち あ き

昨年、店長の渡辺さん

の紹介でくじらカフェ

を知り、何度かお店に

お邪魔しました。おい

しいごはんと自然体

でおしゃれなお店の雰

囲気に惹かれ、すぐに

大好きになりました。

素敵なご縁が重なっ

て、秋ごろからカフェで

働かせていただいてい

ます。現在はカフェの

２階に住み、併設のゲ

ストハウス「いこね」の管理人も務めています。一緒に働いて

いるスタッフは、みなさんやさしくて個性豊かで、働いていて

とても楽しいです！この楽しさがキッチンからお客様のもと

まで届いて、みなさまの心地よい時間の一助となりますよ

う、これからも心をこめて働いてまいります。

みなさまのご来店を、心よりお待ちしております！
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